
枚
方
警
察
署
は
大
正
２
年
、
淀
川
改
修
工
事
の

完
了
と
と
も
に
三
矢
か
ら
枚
方
大
橋
近
く
の
堤
防

沿
い
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
９
年
の
室
戸
台
風

で
木
造
庁
舎
が
倒
壊
し
た
３
年
後
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
３
階
建
て
の
新
庁
舎
が
同
じ
場
所
に
完

成
。
真
っ
白
な
外
壁
に
、
階
段
室
は
半
円
形
で
大

き
な
ガ
ラ
ス
張
り
と
い
う
し
ゃ
れ
た
建
物
は
、
着

工
時
の
新
聞
記
事
に
「
河
北
随
一
を
誇
る
モ
ダ
ー

ン
庁
舎
」
と
書
か
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

「
前
方
に
は
淀
川
が
広
が
り
周
辺
は
民
家
ば
か

り
。
と
て
も
大
き
く
て
目
立
っ
て
い
ま
し
た
よ
」

と
話
す
の
は
、
昭
和
40
年
代
か
ら
警
察
官
と
し
て

交
通
課
な
ど
で
勤
務
し
て
い
た
60
代
の
男
性
。「
３

階
に
は
道
場
が
あ
っ
て
、
柔
道
や
剣
道
で
心
身
を

鍛
え
ま
し
た
」と
懐
か
し
そ
う
に
振
り
返
り
ま
す
。

当
時
は
24
時
間
勤
務
の
２
交
代
制
。「
人
も
車
も

急
増
し
て
い
る
時
代
だ
っ
た
の
で
交
通
事
故
が
多

く
て
ね
。
ま
だ
周
り
に
田
ん
ぼ
が
広
が
る
道
路
を

現
場
か
ら
現
場
へ
一
晩
中
走
り
回
っ
て
い
る
時
も

あ
り
ま
し
た
」。

昭
和
29
年
の
法
改
正
に
伴
い
旧
交
野
町
域
な
ど

を
含
む
現
在
の
管
轄
区
域
と
な
っ
た
枚
方
警
察
署

は
、
昭
和
55
年
に
大
垣
内
町
の
現
庁
舎
へ
移
転
。

国
道
１
号
な
ど
主
要
幹
線
道
路
に
近
く
な
り
事
故

や
事
件
の
発
生
後
、
す
ぐ
現
場
に
向
か
え
る
体
制

が
整
い
ま
し
た
。
管
内
人
口
は
昭
和
29
年
の
約

７
万
人
か
ら
、
現
在
は
50
万
人
近
く
ま
で
増
加
。

平
成
24
年
度
に
は
管
内
か
ら
枚
方
市
東
部
と
交
野

市
全
域
を
分
割
し
新
た
に
交
野
警
察
署
が
開
設
さ

れ
、
さ
ら
な
る
治
安
の
確
保
や
利
便
性
向
上
が
図

ら
れ
ま
す
。

 

（
平
成
24
年
１
月
号
）

市民の安全を守り続ける

枚方警察署

▲ 当時の国道１号（現在の府道京都守口線）が通る淀川堤防沿いに建っていた枚方警察署。２階が玄関でした（昭和32年）。

▲ 前庁舎があった桜町交差点付近。右後方に枚方大橋が見えます。

▲ 

大
垣
内
町
に
あ
る
現
在
の
枚
方
警
察
署
。
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